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日本周辺海域における「ガスチムニー構造」の分布特性と被覆面積
Type distribution and composed area of “gas chimney structure” around Japan Island
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日本海東縁海域では，表層ガスハイドレートの分布と音響探査記録上で海底下に認められる音響ブランキング
帯である「ガスチムニー構造」の分布が良く対応している．松本ほか（2015MS）により，日本海を中心に971個
の「ガスチムニー構造」が確認され，産状とサイズに基づいて3つの形態（単一型，複合型，構造規制型）に分
類された．継続して，2015年にも北海道南方海域やオホーツク海側にも範囲を広げた同様の探査が実施され
た． 
調査期間は2015年5月6日から7月19日の75日間である．「ガスチムニー構造」の把握のためには，まず初めに概
査として得られた海底地形および後方散乱強度データに基づいて海底異常特異点を抽出し，その直上で精査と
して得られた表層付近の海底地質プロファイルから海底下での音響ブランキングの有無を評価した．概査では
マルチビーム音響測深機（MBES）EM302（水深範囲：10m～7000m）を，精査ではサブボトムプロファイ
ラー（SBP）TOPAS PS18（探査深度最大11,000m，透過深度：200m）を使用し，いずれも調査船の船底に装備さ
れている．調査船の測位には、DGPS（精度2m以内）を用いた． 
「ガスチムニー構造」は，調査を実施した隠岐周辺・上越沖・秋田山形沖・西津軽海盆・奥尻海盆・日高
沖・十勝沖・網走沖の全てに分布しており，2015年の調査で新たに発見確認されたものは771個である．過去の
2年間を含めると，調査海域に分布するガスチムニーは1742個となった．本発表においては，「ガスチムニー構
造」の分布形態について海域ごとの特徴について，数とサイズ分布に着目して，紹介する． 
なお，本調査研究は経済産業省のメタンハイドレート資源開発促進事業の一環として実施されたものである． 
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